
１４年３月期 １５年３月期 前期比

売上高 8,330 7,860 -470 
営業損益 676 980 304
純損益 -53 740 793
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＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

ル
ネ
サ
ス
は
、
開
発
会
社
等
の
吸
収
分

割
に
よ
る
労
働
契
約
承
継
法
に
定
め
る

労
働
者
へ
の
通
知
義
務
（異
議
申
立
権)

を
故
意
に
削
除
し
た
「
会
社
分
割
に
伴

う
通
知
書｣

を
手
渡
し
ま
し
た
。

職
場
で
は
、
異
議
申
し
立
て
権
は
な
い

の
だ
と
し
て
、
強
制
的
に
異
動
、
移
籍
で

き
る
か
の
よ
う
な
退
職
募
集
面
談
を
繰

り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
来
、
会
社
が
ル
ネ
サ
ス
労
組
に
申
入

れ
時
点
で
、
承
継
法
に
基
づ
く
、
事
前
の

労
働
者
へ
の
通
知
（労
働
契
約
承
継
法
Ｑ

＆
Ａ
の
下
図
表
を
参
照
）
が
出
さ
れ
れ
ば
、

最
初
か
ら
対
応
で
き
る
状
況
で
し
た
が
、

会
社
は
労
使
合
意
さ
え
と
れ
れ
ば
、
承

継
法
に
よ
る
労
働
者
へ
の
通
知
義
務
は

ク
リ
ア
で
き
る
と
考
え
、
労
使
共
そ
の
線

に
沿
っ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
対
象
に
な
っ
た
労
働
者
に

も
影
響
し
、
「も
う
何
言
っ
て
も
だ
め
だ｣

と
い
う
雰
囲
気
を
作
り
出
し
、

最
終
的
に
は
、
１
７
２
５
名
の
退

職
者
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
は
１
月
28
日
、
臨
時

取
締
役
会
を
開
催
し
会
社
法
第

７
８
４
条
第
３
項
（簡
易
分
割
手

続
）
の
規
定
に
よ
り
、
株
主
総
会

の
承
認
を
得
ず
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

通
常
の
労
働
条
件
と
違
っ
て
「
承
継
法

に
基
づ
く
転
籍
」は
労
使
合
意
さ
れ
た
と

し
て
も
、
民
法
６
２
５
条
が
適
用
さ
れ
、

労
働
者
の
承
諾
が
得
な
け
れ
ば
第
三
者

（Ｒ
Ｓ
Ｄ
や
Ｒ
Ｅ
Ｇ
な
ど
）
に
譲
り

渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
従
来

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
関
連
子
会

社
等
へ
の
転
籍
で
本
人
同
意
が

必
要
で
あ
る
ル
ー
ル
と
同
様
で
す
。

職
場
で
は
、
所
属
の
部
長
か
ら
口
頭
で

「異
議
申
立
て
の
期
限
は
今
日
だ
（10
日
）

と
告
げ
ら
れ
た
事
実
も
あ
り
ま
す
。

労
働
者
保
護
の
視
点
で
、
商
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
で
、
附
則
５
条
「分

割
を
す
る
会
社
は
、
分
割
計
画
書
又
は

分
割
契
約
書
を
本
店
に
備
え
置
く
べ
き

日
ま
で
に
、
労
働
者
と
協
議
す
る
も
の

と
す
る
。
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（こ

こ
で
も
労
働
契
約
承
継
法
Ｑ
＆
Ａ
の
図

表
を
右
図
参
照
）

法
が
定
め
る
労

働
者
と
の
協
議
と

は
、
異
動
の
内
々

示
や
準
備
室
へ
の

発
令
、
包
括
的
な

説
明
会
な
ど
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

会
社
は
、
異
議
申

立
て
労
働
者
と
の

協
議
を
開
始
す
べ

き
で
す
。

15年３月期、決算予測を発表

営業利益率１２.５％！

２月５日、ルネサスがこれまで予想を開示し

ていなかった、２０１５年３月期の売上高は前

期比６％減の７８６０億円を見込み、営業利益

は４５％増の９８０億円、連結最終損益が７４

０億円の黒字（前期は５２億円の赤字）になる

見通しと発表した。

通期の最終黒字は、ＮＥＣエレと統合した２

０１０年の発足以来初めてで、前身の旧ＮＥＣ

エレクトロニクス時代も含めると１０年ぶりとなっ

たとの事です。

会社では、合理化効果に加え、自動車向け

マイコンが伸びるとしています。 （億円）

労
働
者
の
転
籍
は
、
本
人
の
同
意
が
必
要
！

異
議
申
立
権
を
故
意
に
削
除
し
た
通
知
書

困ったこと心配ごとの相談は、

電機・情報ユニオンへ
電話；03-6450-1777

http://www.denki-joho.jp/

決定前に通知手続きが必要

民
法
６
２
５
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

商
法
附
則
５
条
の

協
議
を
求
め
る
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1
月
11
日

（
日
）
午
後
、
電
機

・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
東
京
支
部
の
呼
び

掛
け
で
、
八
王
子
市
内
で

「
日
立

超
Ｌ
分
会
結
成
大
会
」
が
開
催
さ

れ
11
団
体

・
職
場
か
ら
３
７
名
の

参
加
者
で
会
場
が

一
杯
に
な
り
ま

し
た
。

電
機

・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
米
田

徳
治
委
員
長
は
経
過
報
告
で

「
現

職
で
の
分
会
結
成
は
多
数
派
形
成

す
る
巨
大
な

一
歩
の
始
ま
り
」
と

意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。

近
藤
分
会
長
は
、
分
会
結
成
ま

で
の
経
過
と
分
会
役
員
を
紹
介
し
、

金
田
分
会
書
記
長
よ
り
分
会
結
成

宣
言
が
読
み
上
げ
て
提
案
さ
れ
、

大
き
な
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

連
帯
挨
拶
は
、
東
京
地
評
の
菊

池
組
織
局
長
、
立
川
労
連
の
芳
賀

議
長
、
日
立
懇
の
馬
場
事
務
局
長

か
ら
力
強
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
当
事
者
か
ら
の
決
意
表
明
を

行
な
い
、
会
場
か
ら
の
発
言
が
５

人
か
ら
行
わ
れ
、
闘
争
カ
ン
パ
の

訴
え
に
９
万
３
０
０
０
円
も
寄
せ

ら
れ
る
結
成
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

休
憩
後
に
、
特
別
講
演
と
し
て

「
追
い
出
し
部
屋
と
の
た
た
か
い

に
寄
せ
て
」
と
題
し
て
松
尾
文
彦

弁
護
士

（
八
王
子
合
同
法
律
事
務

所
）
に
行
っ
て
頂
き
、
本
件
で
問

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
法
的
に
も
勝

て
る
事
案
で
あ
り
、
大
義
あ
る
た

た
か
い
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の

一
時
金
で

「低
位
評
価
」

に
さ
れ
、
さ
ら
に

「
あ
な
た
の
業

務
は
な
い
し
、
今
後
も
評
価
は
良

く
な
る
こ
と
は
な
い
」
と
早
期
退

職
を
強
要
さ
れ
、
多
く
の
人
た
ち

が
応
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

評
価
を
低
く
さ
れ
た
人
た
ち
は

「
ど
こ
が
悪
い
の
か
？
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
？
」
と
尋
ね
て
も

「
何
で
そ
ん
な
事
を
聞
く
の
か
、

自
分
で
考
え
ろ
」
と
対
応
し
た
と

の
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
実
態
は
、
ま
と
も
な

職
場
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
り
、

改
善
が
必
要
で
す
。

日
立
超
Ｌ
分
会
の
結
成
大
会
に
３
７
人
参
加

職
場
で
は
、
営
業
利

益
率
の
２
桁
達
成
に
向

け
て
の
経
営
施
策
の
た

め
に
、
ひ
た
す
ら
人
減

ら
し
に
狂
奔
し
て
い
る

「産
業
革
新
機
構
」
の
経
営
者

の
法
令
順
守
や
人
権
破
壊
な
ど

の
や
り
方
に
怒
り
す
ら
感
じ
る

と
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
転
籍
問
題
で

「承
継

法
」
で
あ
れ
ば
、

一
人
ひ
と
り

の
社
員
の

「同
意
を
必
要
と
し

な
い
」
と
の
や
り
方
を
強
行
し

て
い
ま
す
。
職
場
か
ら
の
反
撃

を
受
け
る
事
を
知
る
べ
き
で
す
。

経
営
者
は
反
省
し
て
退
陣
す
べ

き
だ
と
訴
え
ま
す
。

（Ｔ
）

編集後記

ま
と
も
な
職
場
に
改
善
を

絵

手

紙

で

ご

挨

拶

◆

「イ
ス
ラ
ム
国
」

非
道
そ
の
も
の
の
蛮
行
だ

世
界
が
脅
威
を
排
除
し
よ
う

◆

「
日
本
の
進
路
」

解
釈
改
憲
で
危
険
な
動
き

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
な
ど

◆

「北
陸
新
幹
線
」

３
月
１
４
日
開
業
へ

飛
行
機
と
の
競
争
が
激
化

◆

「福
寿
草
」

こ
の
花
は
暖
か
さ
を
呼
び

早
春
と
平
和
を
感
じ
る

休
憩
室

穴が埋まらない
早期退職のたびに、たくさんの仲間が職場を

去り、その後には当然のように仕事の穴がぽっ

かりと開いてしまいます。

残ったメンバーで埋めようと努力するのです

が、まあまあ何とか穴が埋まるには、①同様の

仕事をしていた人が掛け持ちをすること、②関

連部門の関係者が残っていること、の２つの条

件が必要なようです。

ところが、職場によっては、２／３または３

／４か、それ以上が退職してしまい、あまりに

大量に人員が減ったために、「分かる人が誰も

いない」仕事が大量にできてしまいました。

こうなると、もう穴は修復不能です。これ以

上人を減らすことよりも、むしろ辞めさせた人

を呼び戻すことを考えた方が良いのではないか

とさえ思えてきます。 （投稿）


